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				１
庭仕事の道具を持った環境整美委員、にぎやかに集まり、仕事をしていく。
校舎の周りに大勢いたが、いつのまにか、真木、ひとり。
草の手入れをしている。
間。
		真木、遠く畑を見ている。
真木	・・・おーい、元気ですかー・・・。
		間。
真木	・・・フレー・・・フレー・・・。
		間。
		真木、再び、雑草を抜く。
		斎藤、草の手入れをしている。
		間。
真木	斎藤・・・。
斎藤	・・・うん？
真木	今日の、お昼、お弁当で何が一番美味しかった？
斎藤	うーん、全部美味しかったよ。
真木	お腹すいたなあ。
斎藤	真木くんは、いつだってお腹すいてるね。
真木	斎藤は、お腹すかないの？
斎藤	すかないよ。
真木	変身してるから？
斎藤	うん。
真木	ねえ、今日も変身してる・・・？
斎藤	うん。
真木	そうなんだ。それじゃあ、お腹すかないよな。
斎藤	今日のお弁当は、ばあやが作ってくれた「きのこと野菜のオイスターソース炒め、鮭のムニエル
フルーツ風味、お肉は、牛肉のワイン煮込み」おソースは、ロールパンにつけても美味しく頂けちゃうよ。デザートは・・・
真木	・・・
斎藤	冗談だよ。
真木	ちょっと、本気にしちゃう。
真木、斎藤、笑う。
斎藤	他の人に言わないでね。
真木	ばあやのこと？
斎藤	違うよ、変身してること。
真木	ああ、スーパーマンのこと？
斎藤	そう。
真木	言わないよ、だって僕だけに話したことなんだから。
斎藤	真木くんみたいになりたいよ。
真木	え？そうなの？やめときなよ。
斎藤	何で？
真木	僕、今、お腹すいてるんだ。
		真木、斎藤、笑う。
黒沢、黙々と、雑草を抜き、進み続ける。
真木	先輩、お腹すいた！
黒沢	僕はすいてない。
真木	僕が、すいてるの。
黒沢	そう。早く、片付けてね。
真木	楽しくお話しながらじゃダメなの？
黒沢	同じぐらい手を動かす！手を！
		山岡、大量の荷物を抱えて歩いてくる。福山、山岡の荷物を運ぶのを手伝っている。
福山	お疲れさまです。
山岡	先輩、すみません。お先に失礼します。
黒沢	お疲れさま。
福山	門まで、荷物を手伝おうと思って、
黒沢	うん。
真木	え、なんで、なんで。
黒沢	応援してるからね。
山岡	はい。
真木	なんだよ、お前だけずるいじゃん。
山岡	「ずる？」どの口が言ってんだ、ああ！？僕がずるい人に見えますか？特別新聞のお手伝いですよ！
福山	新聞部のね。
真木	新聞部？
黒沢	記者に選ばれたんだよ。記事は山岡くんの家で書くの？
斎藤	真木くん、本当に、先生の話聞いていないんだね。
真木	なんか新聞部の「弱み」でも握ってんの？
山岡	「弱み」？どの口が言ってんだ、ああ！？僕が弱みを握りつぶすような人に見えますか？僕は薄味だろうと濃い味だろうと、作り手を思って、労わり尽くして、しっかり味わう人間ですよ！
福山	山岡くん、優しいんだけど、時々恐ろしいよね。そこが魅力的なんだけど。
山岡	フフっ。
福山	フフっ。
山岡、福山、二人ほほ笑む。
黒沢	それで、新聞部の人は、
山岡	みんな補習テストだそうで、僕、一人で、書くことになりまして、
黒沢	え？
福山	もう帰っていいよ、先に。
山岡	は・・・今、なんて言いました？
福山	もう帰っていいよ。
山岡	え？なんで？
真木	先輩、なに、これ？
斎藤	状況説明じゃないかな、たぶん。
真木	はーーー。
福山	もう帰っていいよ。
山岡	え？なんで？
福山	僕たち、「『補習テスト』なんデスト」あはは。
山岡	あははじゃないですよ、急いだんだよ、急げって言ったから、締め切り明日でしょう？これ、どうするの。
福山	持って帰るんでしょう。
山岡	持って帰るつもりだったけど、もう必要なくなっちゃったじゃない。
福山	え？
山岡	え？
福山	・・・え？
山岡	・・・え？
福山	僕たち、補習テストしなきゃ。
山岡	そうだけど、明日の締め切り原稿、今日やらなきゃ・・・は！もしかして、僕一人で・・・、
福山	もう帰っていいよ。
山岡	一人で？
福山	だって帰り道わかってるでしょう？
山岡	わかってるよ、僕んちですもの。
福山	じゃあ帰れるでしょう。
山岡	帰れるよ。・・・わかったよ。
山岡、去る。
間。
戻ってくる。
山岡	こういう経緯ですね。
黒沢	お疲れさま。
真木	福山さん、なんで一部始終知ってんの？
山岡	フフっ。
福山	フフっ。
山岡、福山、二人ほほ笑む。
真木	え？
山岡	こうなったら、意地でも書きあげて見せるぞ。
福山	山岡くん、穏やかなんだけど、時々燃えるような眼差しだよね。そこが魅力的なんだけど。
山岡	フフっ。
福山	フフっ。
山岡、福山、二人ほほ笑む。
黒沢	応援してるからね。
山岡	はい！
斎藤	僕もそこまで手伝うよ。
山岡	ありがとうございます。
		山岡、福山、斎藤、去る。
		栗原、飯田、渋谷、花村、歩いてくる。
栗原	気をつけてよ、よく手元をちゃんと見て。
黒沢	（飯田の指を見て）あれ？その指、どうしたの。
飯田	これ？
真木	どうしたの？
飯田	・・・うん。
黒沢	切っちゃったの？
飯田	はい。
黒沢	うわあー、大丈夫？
飯田	うん。ううん。
真木	痛いんだ。
飯田	はい、ちょっと、心も痛いです。
栗原	何うまいこと言っちゃってんだよ、保健室に行ってきて。
黒沢	何をしたの？
飯田	小枝に、トゲみたいなのがありまして。
真木	あ、それわかる！すごく堅いのね。むこうの小枝でしょ？
渋谷	袋、入れる時、刺さっちゃって。
花村	堅いんですよ、葉っぱも枝も、
飯田	すごく痛くて、こんにゃろー！って。
真木	うん！
飯田	袋に足入れて、踏んだんです。
全員	・・・。
飯田、渋谷、花村、栗原を見つめる。
栗原	待って・・・。
三人	・・・。
三人、栗原から離れていく。
栗原	待て！
三人、固まる。
栗原	足入れて踏んだら、
飯田	そう、踏んだんです。
栗原	袋、破れるでしょう。
飯田	だって、痛かったから、くやしくて、
栗原	・・・。
飯田	先輩、ごめんね・・・。
栗原	それ、先に言うんでしょう！先に「ごめんなさい、袋破れちゃった、そして指痛い」でしょう！
渋谷	（黒沢達に）先輩方、お騒がせしてすみません。
栗原	その指どうしたのって言う前に、ずいぶん時間あったけど・・・。
飯田	だから「心も痛い」って言ったのに。
栗原	さっきから、何うまいこと言っちゃってんだよ。
渋谷	ね。
栗原	「ね」じゃないでしょ。やり直しでしょ。
花村	うん。
栗原	「うん」じゃないでしょう「はい」でしょう！破れたのは、最初に言うんでしょう！
飯田	言えば、こうなっちゃうかなって思ってました。
渋谷	思ってました。
花村	思ってました。
栗原	なにそれ。
飯田	だから言いたくなかったんだよね。
栗原	後で先生に怒られるの私なんだからね。
飯田	今は、栗原先輩が怒ってます。
栗原	そうよ、怒ってる！
渋谷	こわい。
栗原	ちゃんと言ってよ、そういうのは。
渋谷	「こわい」
栗原	それじゃない！袋破れちゃったほう！
		高木、東藤、斎藤、やってくる。
斎藤	お疲れさまです。
黒沢	お疲れさま。
高木	なあに、どうしたの？
栗原	ほら、自分で言いなさいよ。
飯田	はい。袋破れちゃったんです。
高木	あ、もしかして、トゲのある枝の？
飯田	ごめんなさい。
高木	大丈夫なの？ケガはなかった？
飯田	栗原先輩と、対応が全然違う。
栗原	なんだって！？
飯田	ごめんなさい。
高木	保健室行ってきて、トゲが奥に入っちゃったら大変だから。
飯田	うん。
		飯田、保健室に行く。
栗原	あんたたちは、私と一緒に、破れた袋の小枝を拾う！
二人	はい。
		栗原、渋谷、花村、去ろうとする。
東藤	栗原先輩！待って！
栗原	え？
東藤	僕・・・！あの・・・！
栗原	何？
東藤	僕は、先輩の、
斎藤	東藤くん！
東藤	（斎藤に頷く）先輩、僕、言うよ！僕、栗原先輩に、ここで！
斎藤	わかった、僕は見守っているからね。
栗原	何！？
東藤	栗原先輩！
栗原	はい？
東藤	先輩に！どうしても栗原先輩に！言いたいことがあります！
栗原	えっ？
東藤	どうしてもこのままじゃダメだと思うから！思ったままじゃ伝わらないと思うから！だから僕は！
真木	え、なにこれ、先輩！
黒沢	なんだ、これ。
真木	ひょっとして、僕が憧れてるシチュエーションじゃないですか？
黒沢	え？
真木	告白ですよ、先輩！
全員	！！
真木	東藤くん、できれば、僕は、二人きりの方がいいと思うな。
斎藤	いいんだ、みんないてください！
真木	ちょっと、斎藤ー、仲人役なの？
斎藤	僕も今さっき、聞いたばかりなんだよ。
花村	たーかーさーごーやー。
真木	お、いいねえ！たーかーさーごーやー！
斎藤	真木くん、静かに！
東藤	栗原薫先輩！
栗原	はい！
東藤	一年、東藤、心を込めて、伝えます！
		間。
東藤	先輩、さっきからずっと、背中に虫がくっ付いています！！
斎藤	東藤くん、よく言った！よく言ったよ！
		全員、栗原の背中に回る。
全員	あああ！
栗原	いやー、誰かー！（走りまわる）
全員	ぎゃー！（逃げる）
栗原	誰か、助けてよ。
東藤	きっと、それ、カメムシだと思うんです！
栗原	いやー、誰かー！（走りまわる）
全員	ぎゃー！（逃げる）
		福山、飯田、やってくる。
福山	どうしたんですか！みんな！
飯田	なに？缶蹴りでもやってるの？
栗原	取ってほしいものがあるんだけど、
福山	あ・・・記念写真ですか？
栗原	撮らないでーー！！
栗原、走りまわる。
全員	ぎゃー！（逃げる）
渋谷	（福山に）先輩はね、別に好きとも何とも思っていない後輩に、何となくいい雰囲気の中で、みんなが見ている中、ちょこっとドキドキさせられて、踏んづけられたような思いをしているのよ！
栗原	苦い説明してくれて、どうもありがとう。
渋谷	どういたしましてー。
真木	スーパーマン、どうにかしてくれ！
斎藤	騒ぐと、においが増しちゃいますから、落ち着いて、
栗原	わーーー・・・
斎藤	飼ってるわけじゃないですよね。
栗原	飼ってない。
黒沢	僕、本当は、カメムシあんまり見たことがないかもしれない。
花村	あ、私もじっくり観察したことはないかもしれない。
黒沢	五角形のかたちが―――
栗原	いいから、とってよ！
斎藤	騒ぐと、においが増しちゃいますから、落ち着いて、
真木	ブローチだと思えば、匂い付きのお洒落な―――
栗原	いいから、とってよ！
斎藤	騒ぐと、においが増しちゃいますから、このブローチが―――
栗原	わーー・・・
		高木、ハンカチでカメムシを包みとり、逃がす。
高木	本当に怖い思いしてるのは、カメムシの方だからね。
		間。
高木	カメムシの方が、怖いから、だから動けなかったのよ。なのに、あんなに大勢で騒いでみっともない。
		間。
高木	門扉の近く枝拾い、雑草抜き、お花の用意、ちゃんと自分の担当をしっかりやりましょう、質問は？
真木	僕、どこのチームでしたっけ？
黒沢	真木くん。
高木	真木くんは、ニコニコして、何にも聞いていないから、とにかく黒沢くんと一緒に行動しなさいって、先生に言われたでしょう？
斎藤	何にも聞いてないから、言われたことも聞いていないんだよね、真木くん。
真木	ああー。
		一同、担当場所へ分かれていく。
高木	大丈夫、栗原さん？
栗原	ハンカチ、ごめん。
高木	気にしない、気にしない。
栗原	なんか最近、うまくいかなくて。どうしよう。
高木	そういう日もあるよ。きれいなお花を植えて、素敵な道を作りましょう。
栗原	そうしましょう。あ、ハンカチ、洗ってくる。
高木	いいよ。
栗原	ううん、洗ってくるから。
		栗原、高木のハンカチを受け取り、去る。
		山岡、戻ってくる。
高木	あ、山岡くん。
真木	あ！どうしたの？やっぱりダメだったか。
山岡	「ダメ」？どの口が言ってんだ、ああ！？僕が、簡単にあきらめるような人に見えますか！僕は、何度でも立ち上がり、叫び続ける人間ですよ！
黒沢	わかったよ。君は何度でも立ち上って、叫び続ける人間だよ。
		高木、敷物を出す。
高木	ここに置いてごらん。
山岡、敷物の上に本を置く。
高木	（荷物を手伝う）こんなに大変だね。これ、全部、特別新聞の資料？
山岡	半分帰ったんですけど、もう半分帰らなきゃならないと思ったら、なんか嫌になってしまいまして。
高木	戻ってきたの？
山岡	はい。
高木	もったいない。
山岡	もったいない？
高木	そうだよ、もったいない。そのまま帰っちゃえば、半分なんだから、半分帰ったんだから、そのまま行けば今頃は家じゃないの。
山岡	はい、家なんですけどね。
高木	ね、もったいない。
山岡	そうなんですけど、
高木	そうでしょう。
山岡	そうなんですけれど、僕、またこれ持って登校しなきゃならないでしょう。だからね、考えてみたらね、道のり４分の１しか歩いていないんですよ。
高木	あーーー。
渋谷	え！どういうこと！？
山岡	え？
渋谷	半分帰ったのに、道のり４分の１！？
山岡	そうだよ。
花村	え！！どういうこと！？
飯田	半分帰ったのよね！？
山岡	半分帰ったよ。
飯田	そこで、一度止まって考えた！？
山岡	そう考えた。
渋谷	そうしたら・・・
飯田	道のり４分の１しか、歩いていなかった。
山岡	そう、４分の１。
花村	こわい。
山岡	こわい？
渋谷	なんておそろしいの。
山岡	僕、ちょっと休憩しないと。
飯田	待って！！
山岡	え？
渋谷	待って、もう一度！
山岡	なんで？
花村	お願い！
飯田	半分帰ったのよね！？
山岡	半分帰ったよ。
飯田	そこで、一度止まって考えた！？
渋谷	そうしたら・・・
飯田	道のり４分の１しか、歩いていなかった・・・。
花村	こわい。
飯田	山岡くん、どうして、そこで、一度止まって考えたの！？
山岡	そこで一度止まって考えたけど、そこは、あんまり重要じゃないんだと思うんだけれど―――
渋谷	半分帰ったのに、道のりが・・・道のりが・・・４分の１！！
花村	山岡くん、こわくないの？
山岡	だって、僕、ただ歩いてるだけだもの。
飯田	ただ歩いているだけ・・・。
山岡	そこに道があるから。
花村	そこに・・・道が・・・。
渋谷	山岡くん、ちょっとついて行ってもいい？
山岡	黒沢先輩、助けていただけないでしょうか？
黒沢	え？
山岡	やだよ、ついてこないでよ。
三人	山岡くん！
山岡	なんで、ついてくるのさ！
三人	山岡くん！
		山岡、三人、走り去る。
高木	休憩したら、ちゃんと帰ってきてねー。
		高木、袋を捨てに行く。
		山岡、三人、かけぬける。
山岡	あはは！あはは！追いかけてごらーん。
三人	あはは！やだあー。
山岡	こっちだよ！つかまえてごらーん。
三人	あはは！山岡くん、おもしろーい。
		山岡、三人、走り去る。
真木	あいつだけ、何であんなに人気者なんだろう。ズルいなあ。
黒沢	ズルじゃないよ、得をしてるんだよ。
真木	得をしてる・・・ずるいなあ・・・。あいつね、僕のこと「先輩」って呼ばないんだよ。
黒沢	君は先輩らしいところ、ちゃんと見せているのか？
真木	え？
黒沢	君がふざけて山岡くんのデザート食べちゃったからでしょ。
真木	みかん１フサだよ。みかん丸々一個じゃないんだ。｢１フサ｣だよ、わかる？１フサ！
黒沢	わかる。真木くん、なんでいつも問題をおこすの、なんでそんなことするの。
真木	だって美味しそうだったから。
黒沢	怒るよ、僕でも。
真木	委員会で集まってご飯食べたでしょ。アイツ、ニコニコして、美味しそうにお弁当食べるの。なんかさ小動物がご飯食べてるみたいでね。
黒沢	思わずちょっかい出しちゃった？
真木	なんか、あいつ、ズルいなあ。
黒沢	真木くん、担当の場所を頑張る。せめて僕には、カッコいいところ、見せてくれ。
真木	うん。
黒沢	「うん」じゃなくて「はい」。
真木	はい。先輩、これ、いつ終わる？
黒沢	まじめにやってたら、終わる。
真木	僕が、昨日手入れした場所から、同じ場所から、また芽が出てるの。
黒沢	まじめにやってる？
真木	やってるよ。
黒沢	どうかな。
真木	僕、放課後のこの時間好きなの。授業より、まじめに庭の手入れしてるんだから。
黒沢	授業もしっかり。
真木	うん。
黒沢	「うん」じゃなくて「はい」。
真木	はい。何で僕だけ敬語なの。
黒沢	だらしないからだ。
		真木、遠く畑を見ている。
		遠く畑には、麦わら帽子の作業服のおじさんが働いている。
真木	先輩、畑だってさ、雑草生えるよね。
黒沢	そりゃあ、そうだよ。
真木	でもさ、あの畑は生えてないじゃん・・・ですよね。
黒沢	だって手入れしてるもの。
真木	手入れ・・・
黒沢	毎日手入れだよ、収穫なんてさ、あっという間なんだ。時期が過ぎたら、また、その季節がやってくるまで、ほとんど手入れだってさ。
真木	詳しいね！
黒沢	去年の職場体験、農家さんの所に行ったんだよ。
真木	へえ。
黒沢	あちらの畑ではないけれど、
真木	（見る）あのおじさんね、この一週間、ずっと一人で畑でああやって作業してるんだよ。
黒沢	お仕事だからね。
真木	・・・決めた！
黒沢	え？
真木	おじさん、僕、決めた！決めたよ！
			真木、校舎フェンスぎりぎりまで近づき、遠くの畑のおじさんに向かって、
真木	おじさーん、おじさーーん！
黒沢	何してるの、
真木	僕、今年の職場体験、おじさんの所に行きますねー！がんばりまーす！ここです！
黒沢	やめなよ・・・
真木	僕！ここです！おじさん！がんばりまーーす！
		真木、大きくジェスチャーで伝え続ける。
黒沢	やめろって！
真木	・・・聞こえないのかな。
黒沢	大きい声で、やめてよ。
真木	だって・・・あ・・・、もしかして、職人気質、なのかな・・・。
黒沢	え？
真木	オヤジー！
黒沢	ちょっと、真木くん！
真木	オヤジー！オレを一人前にしてくれー！
黒沢	ま、真木くんてば！
真木	オーヤージー！！
		校内放送のチャイムが鳴る。
先生	『（マイクの声）おふざけしている真木、校庭にいる２年１組真木、今すぐ職員室に来なさい。大きい声でおじさんだの、オヤジだの、騒いでいる２年１組真木、今すぐに職員室に来なさい』
真木	・・・先輩、僕・・・、３回も名前呼ばれちゃった・・・。
黒沢	早く行ってくれ。
真木	栗原先輩のカメムシ騒動の方がうるさかったのに、僕だけが呼ばれちゃうなんて、愛されるキャラクターは、つらいなあ。・・・は！得をしている！？
黒沢	おめでとう。
真木	ありがとう、行ってきます。あっはっはっはー、先輩、追いかけてごらーん。
黒沢	早く行け！
真木	あっはっはっはっは（去る）！
		黒沢、遠くの畑のおじさんにお辞儀する。
黒沢	すみません、・・・え？・・・あ、よっ・・・へ？・・・ほ！
		黒沢、ジェスチャーで畑のおじさんと会話する。栗原、その会話を見ている。
栗原	黒沢くん、遊んでないで、ちゃんとやってください！
黒沢	（ジェスチャーの途中の姿勢）遊んでないよ。
栗原	じゃあ、何そのかっこうは・・・。
黒沢	（ジェスチャーの途中の姿勢）いや・・・精一杯のお詫びを伝えようとして、こうなってしまったんだ。
栗原	・・・。
黒沢	ごめんね、遊んではいないんだ。
栗原	じゃあなんで、真木くん呼ばれて行ったの？黒沢くん、何かしたの。
黒沢	いや。
栗原	じゃあ、なんで真木くん呼ばれて行ったのよ？
黒沢	あー、あのね・・・、
栗原	遊んでないでちゃんとやってよ。
黒沢	あーー、ええと・・・うん・・・あーー。
栗原	何、あーーって。
黒沢	あの、僕は、遊んでないんだけどね、あー、面倒だなあ。
栗原	え？
黒沢	いや、説明がね、いろいろと、面倒かなあって。
		山岡、三人、走り去る。
山岡	あはは！あはは！追いかけてごらーん。
三人	あはは！やだあー。
山岡	こっちだよ！つかまえてごらーん。
三人	あはは！山岡くん、おもしろーい。
		山岡、三人、走り去る。
黒沢	まだ、やってるんだ、あれ。よく飽きないよねえ。
栗原	ちょっと、黒沢くん！
黒沢	はい。
栗原	しっかりしてよ！
黒沢	え？うん。
栗原	こらー！１年！
		栗原、１年を追いかける。
１年	（声）ぎゃー！！
		１年の叫びを聞きながら、高木、東藤、福山、やってくる。
高木	なに、あれ。
黒沢	僕も何をどうしてああなったのか、よくわかんないんだ。
高木	そう。
黒沢	そう。
東藤	むこう終わりました。
黒沢	お疲れさま。
高木	ここ手伝うね。
東藤	僕も。
黒沢	ありがとう。あ、そこね、真木くんの担当スペース。
高木	ああ・・・、
黒沢	さっきの呼び出しの放送、聞こえた？
高木	聞こえた。
黒沢	よそ見しちゃってさ、全然やらないんだもの。
高木	そう。
黒沢	そう。へらへらしちゃってさ、
高木	仕方ない。
黒沢	仕方ない？
		栗原、１年をつかまえてやってくる。
福山	あ、山岡くん！
山岡	福山さん。
花村	今だ！
栗原	１年！
１年、逃げる。栗原、追いかける。
		山岡、逃げない。
福山	山岡くん。
山岡	福山さん、フフっ。
福山	フフっ。
山岡、福山、二人ほほ笑む。
東藤	もう、記事書き終わったの？
山岡	これからやるところだよ。
東藤	え？
高木	大量の資料持って、半分帰ったのに、道のり４分の１しか歩いていなかったことに気がついたのよ。
東藤・福山　　　え！どういうこと！？
東藤	半分帰ったのに、道のりが４分の１！
黒沢	高木さん、これ、デジャブ？
東藤	最初から、図書室でやればよかったのにね。
山岡	え？
東藤	図書室の資料なんだからさ、図書室でやれば。なにも大量の資料持って行かないで済んだのにね。
山岡	はっ・・・！
間。
山岡	・・・まったくもって、その通りだよ、東藤くん。
東藤	半分も帰るの大変だったね。
山岡	・・・半分じゃないんだ・・・み・・・道のり４分の１なんだよ！
東藤	君は正直者だね。
山岡	本当は！・・・本当は！重くて、大変だったんだよ！
東藤	泣いてもいいんだぞ、山岡くん。
山岡	「泣く」？どの口が言ってんだ、ああ！？僕は唇が青くなっても孤独に耐える男なんだぞ！
東藤	わかったよ、わかったよ。君はそう言って、自分自身を奮い立たせているんだね。
福山	山岡くん、穏やかなんだけど、時々さみしがり屋の犬みたいになっちゃうのよね。そこが魅力的なんだけど。
山岡	東藤くん、福山さん・・・ありがとう・・・。
東藤	図書室まで、持っていってやるよ。
福山	私も。
高木	行ってあげて。
山岡	東藤くん、福山さん・・・ありがとう・・・。
東藤	唇が青くなるのは血行がよくないんだ。そういう時は無理しちゃいけないよ。
			山岡、東藤、福山、去る。
			真木を先頭に飯田、渋谷、花村、かけぬけていく。
真木	せんぱーい、ただいま帰りましたー。
高木	あれ、なにしてるの？
黒沢	真木くん！職員室にちゃんと行ったの？
真木	行きましたよ！
栗原	（声）こらー！
			斎藤、かけぬけていく。
斎藤	栗原先輩！僕じゃないよ！、ご、誤解ですよ！
栗原	待て！許さないよっー！
		栗原、手に空き缶を持っている。斎藤を追いかけ、去る。
			真木を先頭に飯田、渋谷、花村、やってくる。
真木	先輩、ただいま帰りました。
高木	真木くん、先生はなんだったの？
真木	僕「『補習テスト』だったんデスト」あはは。
黒沢	笑えないよ。
			斎藤、現れる。
斎藤	僕、何で追いかけられなきゃならないの・・・。
栗原、手に空き缶を持ち、走ってやってくる。
栗原	私の背中後ろに空き缶を置いたの、誰よ。
			一同、真木を見る。
真木	ちょっと！何で、僕なの？
栗原	だって、
真木	確かに、僕は真面目に見えない男ですよ！この笑顔とかわいい仕草、愛嬌で、どうにか工夫して、お腹すいたのだって、花の蜜をなめて乗り越えてきた男ですよ！そんな僕を先輩たちは！缶を置いたのは、この僕だというのですか！
栗原	だってそうでしょ。
真木	はい。
黒沢	何してるんだ、君は！
真木	だって・・・
黒沢	だってじゃない！真木くん、	君は今年の職場体験、あの畑のおじさんの所に行くんだろ！職人気質のオヤジさんの所で頑張るんだろ！そんなことで仕事が勤まるのか？あっちにフラフラ、
こっちにフラフラ、ちょっとや、そっとで！
真木	先輩・・・、
黒沢	なんだ。
真木	「そっと」ってなに？
黒沢	ああ？
真木	ちょっとや、そっとで、の「そっと」って？
黒沢	もう一回・・・職員室に連れてってやろうか？
真木	ごめんね。
黒沢	「ごめんなさい」
真木	ごめんなさい。
黒沢	反省しろ！
		遠くの畑のおじさんが作業してるのが見える。
真木	（栗原に）遊んで、すみません。
栗原	掃除して、道にたくさんお花植えて、それで作業が終わったら、広々と缶蹴りしようよ、真木くん。
真木	え？
栗原	その方が気持ちいいし、楽しいじゃない。
真木	じゃあ、次は、僕が鬼―――
黒沢	真木くん、まだだ。
真木	え？
		遠くの畑のおじさんの方を指して、
黒沢	しっかり、あちらにも。
真木	ああ、そうか。
		真木、大きい声で、
真木	おじさーん、ふざけてすみませんでしたー！おじさーーん！
		全員、慌てる。
斎藤	また、職員室に呼ばれちゃうよ、
真木	あちゃー、そうだった。
		真木、遠くの畑のおじさんにお辞儀する。
真木	おじさん・・・お仕事・・・の、お忙しいと、こ、ろ、すみ、ません、で、した、
		真木、ジェスチャーで畑のおじさんと会話する。	
		全員、真木のジェスチャーをまねして、
全員	すみ、ません、で、した！
飯田	あれ、こっちに来るよ。
斎藤	あ、本当だ！
高木	まさか。
渋谷	怒ってるんじゃないんですか？
花村	わ！こっちに来てるよ、先輩！
栗原	あんた、さっきから「おじさん、おじさん」おじさんに失礼だったんだよ。
真木	だって先輩が謝れって。
黒沢	人のせいにするなよ。
真木	斎藤、助けてよ。
斎藤	なんで、なんで。
真木	頼むよ、スーパーマンだろ！
斎藤	こんな時だけ、頼るなよ。
渋谷	お、おじさんが・・・お、おじさんが・・・。
		遠くの畑のおじさんが、校舎フェンスの側までやってくる。
畑の人	こんにちは。
全員	こんにちは。
真木	おじさん、お仕事の作業中なのに、大きな声で騒いで、ごめんなさい。
全員	ごめんなさい！
		全員、頭を下げる。
畑の人	さっきから「おじさん」て、ワタシのこと？
全員	・・・。
		全員、顔を上げる。
畑の人	ワタシ、おじさんじゃなくて・・・「おばさん」なんだけど・・・。
全員	はっ・・・！！
「おじさん」じゃなかったおばさん、麦わら帽子をとり、メガネをはずす。
首にかけた手拭いで、汗を拭く。
全員	も、申し訳ございませんでした！！
畑の人	元気が一番。いいねえ、楽しくて。
真木	ずーっと、僕が言ってた「おじさん」て、聞こえてた？
畑の人	聞こえてた、聞こえてた。
		おばさん、笑う。
畑の人	草引きはね、無理矢理引っこ抜くのはダメ、雑草だって、そこにいたいから、根っこを出したんだわ。	（真木に）あなた、今年の職場体験、来てくれるんでしょう。助かるわあ。あ、みんな、この季節でも、水分補給をしないとダメよ。
			おばさん、笑う。
麦わら帽子をかぶり、戻っていく。
畑の人	ああ、楽しい。中学生って、いいねえ。
真木	おばさん！僕、必ず行きますから！待っててね！
畑の人	（遠くから声）はい、はい。
			間。
真木	僕、やるよ。今日ちゃんと、お花、植えるんだ（去る）。
			全員、動き出す。
黒沢	今日、お花植えるところまでいくかな・・・。
高木	けっこううまくいってると思うけど。
黒沢	真木くんが、昨日手入れした場所から、また芽が出てるって。
高木	そう。
黒沢	あいつは、よそ見ばっかりしてるから、そうなるんだよ。
高木	真木くんは、黒沢くんのことばっかり、見てるもんね。
黒沢	なんで。
高木	先輩に憧れてるんだよ。
黒沢	それは、どうかな。
高木	そうだよ。
黒沢	真木くんはね・・・、うん・・・なんて言ったらいいかな・・・、
高木	・・・。
黒沢	うん・・・。
		間。
黒沢	今度の花は、寒さに強い花だって、先生が言ってた。
高木	いつもいつも、見ないでいい。
黒沢	なに・・・？
高木	たまに気がむいた時、咲いてるのを見つけてくれたら、私は、それでいい。
黒沢	そんなのでいいの？
高木	そんなのって？
黒沢	ん？・・・いや・・・。
高木	なあに？
黒沢	あーー、ええと・・・うん・・・あーー。
高木	何、あーーって。
黒沢	いや、説明がね、いろいろと、あの・・・うん・・・。
高木	・・・黒沢くんって、どうしてそうなっちゃうんだろう。
黒沢	え？
高木	どうして肝心なところでちゃんと言わないの？
黒沢	ちゃんと言っているよ。
高木	後輩にはね。後輩には、ちゃんと言ってるけど、
黒沢	・・・。
高木	私に対しては、何も言わないじゃない。
黒沢	・・・。
高木	言ってくれたら・・・言わなくたって、何思ってるのかなって、私・・・黒沢くんのこと想像できるけど、でも・・・、
黒沢	・・・。
高木	でもね、ちゃんと言わなきゃいけない時、何にも言ってない！
黒沢	言ってるよ。
高木	伝わらない！
黒沢	伝えてる。
高木	聞こえないよ！
黒沢	聞こえてるだろ！
高木	ちっともわからない！
黒沢	なんで！
高木	わかってるくせに、黒沢くん！
黒沢	僕は、ただ・・・！
高木	ただ、なに、
黒沢	僕は、ただ！
高木	なによ！
黒沢	高木さんは、どうして、僕にかまうんだよ！！
高木	放っておけないの！！
黒沢	ほう！
		間。
黒沢	ほ・・・ほうっ！・・・ほ・・・ほう・・・！
高木	好きとか、嫌いとか、そういうんじゃなくて！ただ、黒沢くん、本気じゃなくなっちゃった！！
		間。
黒沢	どっちが。
高木	・・・え？
黒沢	どっちがだよ！高木さんは、どうして、いつもにこにこしてるの！？
高木	・・・。
黒沢	何にも言わないで、ずっと黙ってて、笑ってて、何でいつも！
高木	何でいつも・・・、
黒沢	何でいつも、
高木	・・・なんで、いつも・・・。
黒沢	そう、なんでいつも。
高木	・・・。
黒沢	・・・。
高木	・・・何で・・・いつも・・・、
黒沢	・・・。
高木	何でいつもにこにこしているって、知ってるの？
黒沢	え・・・。
高木	黒沢くん、私のいつもを知ってるの？
黒沢	・・・あ。
高木	私の「いつも」を知ってることは、私のこと「いつも」見てるの？
黒沢	あ。
高木	黙ってるって？私もしかしたら聞こえないぐらい小さい声でしゃべってるかもしれないじゃない。でも黙ってるってわかるの？私が黙ってるって、いつもそうだって「いつも」を「いつも」見てるってこと！？
黒沢	あ・・・ごめんね。
高木	何で、ごめんねなの。
黒沢	いや・・・。
高木	私が本気で、黒沢くんに何か言うと、今度は黒沢くんが本気じゃなくなっちゃう！
黒沢	高木さん。
高木	どうして・・・何でいつも、私のこと知ってるの？
黒沢	・・・。
高木	・・私は・・・私のこと・・・、私でも私のことわかってないのに！
		高木、去ろうとする。
黒沢	僕は！ただ！たまに気が向いたら、見てくれるんじゃなくて！そうじゃなくて！
高木	（立ち止まる）・・・。
黒沢	頑張って植えた花をちゃんと見てもらいたい！
			高木、去る。
黒沢	その時に、あ、きれいだなとか、かわいいなとか、美しいなとか、思ってくれたら、嬉しい。
僕は、そう思うんだ！
		間。
		高木、戻ってくる。
高木	・・・わかった。
		間。
高木、去る。
真木、花のポットを抱えて、やってくる。
真木	修羅場ですかね？これって「さわるなキケン！」の修羅場ってやつですかね？
黒沢	真木くん・・・、見てたの。
真木	バッチリ見ちゃった！
黒沢	僕だって、自分で自分のことよくわからないよ。なんで、こうなっちゃうんだろ。
真木	本当にわからないの？
黒沢	「ここは、こうだよ」って言ったら、女の子が泣いちゃったの。僕は、ただ本気でそう思って・・・大好きな友達だったから、だから本気で、心を込めて伝えたら、その女の子・・・泣いちゃったんだ。
真木	・・・。
黒沢	去年のこと・・・。それから、こわいんだよ。本気で伝えるのが。
真木	・・・うん。
黒沢	でも、そろそろ、このままじゃダメかなって・・・。
真木	じゃあ、告白するの！？高木先輩に！
黒沢	え！？え！？
真木	え？
黒沢	どうして君の頭の中はそんな風になってしまうの！？
真木	だって、今言ってる、その女の子って高木先輩でしょう？
黒沢	え？
真木	黒沢先輩が、その時に心を込めて、本気でその子を思って伝えたのって、高木先輩のことでしょう？
黒沢	・・・。
真木	ほら！
黒沢	・・・。
真木	ほら！そうでしょ！
栗原、高木、ケースを持ってくる。
ケースの中に花のポットが並び、咲いている。
栗原	集合！
		花のポットを持ち、
栗原	これから、校門の外に出ます。車に気をつけるように！特に、真木くんと一年！
真木	はい！
高木	みんな並ぼう！
一同、列に並ぶ。
栗原、みんなに説明しながら渡していく。
真木、黒沢の背中を押して、高木の近くに連れていく。
高木	？
黒沢	高木さん、さっきは強く言ってごめんね。
高木	こちらこそ、ごめんね。
黒沢	あの、仲直りしてくれる？
高木	え？
黒沢	あの、ケンカ、
高木	ケンカじゃないでしょ？
黒沢	え？
高木	言い争いでしょう？ケンカじゃないよ。
黒沢	そう。
高木	フフっ。
黒沢	フフっ。
		山岡、それを見ていて、
山岡	先輩、こうですよ！福山さん。
福山	山岡くん。
山岡	フフっ。
福山	フフっ。
山岡、福山、二人ほほ笑む。
渋谷	山岡くん、特別新聞の記事、書き終わったの？
山岡	うん！できた！無事に終わったよ。新聞部の人、補習テストの後、図書室に向かってくれたんだ。
花岡	良かったね！
飯田	東藤くん、ずっと見なかったけど何してたの？
東藤	僕は、山岡くんを優しく励まし続けるセコンドを自らかって出たんだ。
斎藤	真木くん、
真木	何？
斎藤	僕、ちゃんと謝らないと、
真木	え？
斎藤	今まで君に嘘ついてた。
真木	ええ？
斎藤	ごめん！僕のこと、嫌いになるかもしれないよ。
真木	そんな、言ってくれよ。
斎藤	僕、今まで「スーパーマンに変身できる」って言ったけど、あれ・・・嘘なんだ。
真木	ええ！？
斎藤	真木くん、ごめんね。
真木	知ってたよ。
斎藤	嘘！びっくり！
真木	僕もびっくり！
斎藤	（少しだけシャツをめくる）でも、変身ベルトは、いつでも使ってるんだ。
真木	嘘！びっくり！
栗原	そこの二人、どうしたの？
斎藤	真木くん、今日のお弁当で一番美味しかったのはね、お母さんのおにぎりだよ。
真木	あ、同じ！僕もだ。
栗原	そろそろ出発するよ。
		環境整美委員、花のポットを持ち、校門の外へ出ていく。
		近所の人に挨拶をしながら、歩いていく。花が風に揺れる。
		畑のおばさんが、優しく見守っている中で。
										　　　完
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